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龍谷顕真会 

公開講演会 

 
参加費無料 

■2018（平成 30）年 

５月２２日（火） 

１６：００～１７：３０ 

■場所： 

聞法会館 3階研修室 

■講師： 

龍谷大学政策学部教授 
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 ■講師プロフィール 

専門：非営利組織論 

1974年生まれ。 

大学在学中より、ボランティア活動や市民

活動に参加し、きょうと NPO センターや京

都コミュニティ放送、京都地域創造基金な

どを次々に設立、運営。 

現在、経済財政諮問会議政策コメンテー

ター、東近江市参与などをつとめる。龍谷

大学エクステンションセンターセンター長。 

 

2016年 公益財団法人京都オムロン地域

協力基金第 31回ヒューマン大賞受賞。 

主な出版物として『連携アプローチによる

ローカルガバナンス』（日本評論社、2017

年）、『市民の日本語へ』（共著、ひつじ書

房、2015年）、『社会的投資形成に向けた

ロードマップ』（共著、日本ファンドレイジン

グ協会、2014年）など。 

主催：龍谷顕真会 
【事務局】浄土真宗本願寺派 

              所務部＜文書担当＞内 

              ℡：075-371-5181（代表） 

龍谷顕真会とは、聞法及び宗門の組織

的な社会的実践活動に寄与するため、

浄土真宗本願寺派僧侶で、地方自治体

の議員及び首長を会員として組織され

た団体です。 

■講演会要旨 

「市民が多様な形で社会的連携を紡い

でいけば社会のいろいろな課題を住民

たちが主体的に解決できる！」と、専門

の非営利組織論の面白さを語る講師。 

日本各地でも実験的に取り組まれる

官民連携の社会的投資モデル SIB（ソ

ーシャル・インパクト・ボンド）。これまで、

行政が行ってきた「補助金・助成金」事

業に対して、地域住民が投資し、コスト

削減などの成果を地域に返礼するとい

う、地域による地域のための新たな自

治ｼｽﾃﾑである。地域社会の課題を住

民らの社会的な連携で解決しようと取り

組む、社会的投資の可能性についてお

話いただきます。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1966%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1966%E5%B9%B4

